
 

     

 

 

 

 

 

 

 

毎日、どんよりとした梅雨の空模様が続きます。そんな中でも、子供たちは元気いっ

ぱい。曇空を吹き飛ばすような挨拶や返事を心掛けている子も増えました。 

６月には、「ようこそ！まちなか先生」で多くの職業の方々と触れ合いました。また、

劇団四季のミュージカルを観て、プロフェッショナルの素晴らしさを感じました。７月

は、土木の仕事を学ぶ「どぼくらぶ」（７月４日）、着衣泳から水の怖さや自分の命を守

る術を学ぶ「水辺の学校」（７月１６日）と続きます。様々な体験を通して、自分にとっ

ての「大切なこと」を学んでほしいと思います。「水辺の学校」では、準備していただく

ものがあります。子供たちのよりよい学びのために、御協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

                 

 ＜水辺の学校＞ ７月１６日（火） 

○内容 水辺で、自分の命を守るためにできることを学ぶ。 

○講師 静岡県ライフセービング協会 岡澤様 

○持ち物  ・水着 ・水泳帽 ・タオル  

      ・濡れてもよい上下の衣服（長袖、長ズボンがよい。） 

      ・濡れてもよい靴 

      （そのままプールに入りますので、洗って、きれいな状態の靴を持ってきてください。） 

・濡れた靴や衣服を持ち帰るビニール袋。 

＊忘れ物があるとせっかくの体験ができません。注意してください。 

 

 

 

 



ようこそ！まちなか先生 令和元年６月２１日（金） 

 

 

 

 数多くの先生方に来ていただき、触れ合い、

貴重なお話をたくさん聞いて、充実した学び

ができました。秋に第２回目を行います。楽し

みです。 


